
令和５年度ケアホーム希望運営報告 

（共同生活援助・短期入所） 
≪ 施設の概要 ≫ 

・名称及び所在地  「ケアホーム希望」 

〒022-0006 大船渡市猪川町字冨岡１５３－１  TEL47-4769  FAX47-4769 

・施設の種別    共同生活援助（日中サービス支援型）及び短期入所（併設型） 

・概  要     

施設規模：床面積 ２６７．６７㎡（木造平家建） 

         施設内容：職員室・居室・身障対応便所・車椅子便所・ダイニング・食堂・世話

人室・倉庫・脱衣所・和室・浴室・サンルーム 

・定  員      一日７名（他短期入所２名） 

・目  的     

利用者の意思及び人格を尊重し、利用者の立場に立った、適切かつ円滑な指定共同生活援助及び

指定短期入所の提供を確保することを目的とする。 

・沿  革     

平成２５年１０月１日 指定共同生活援助及び指定短期入所を開始 

令和元 年 ７月１日 指定共同生活援助事業を介護包括型から日中サービス支援型に変更 

・職員名簿 

共同生活援助事業（共同生活介護７名、短期入所２名） 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 

施 設 長 （ 兼 務 ） 中  村  浩  行 主 任 （ サ ビ 菅 ） 古 藤 瑠 那 

生 活 支 援 員 （ 兼 務 ） 石  橋  大  輝 生活支援員（契約） 廣 澤 由 美 子 

生 活 支 援 員 （ 契 約 ） 尾 崎 孝 世 話 人 （ パ ー ト ） 新 沼 ト シ 子 

世 話 人 （ パ ー ト ）    畠 山 悦 子       世 話 人 （ パ ー ト ） 池 田 順 子 

世 話 人 （ パ ー ト ） 鎌 田 和 恵         

１． 利用状況（共同生活援助） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 平均 

平均 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 6 7 83 6.9 

延べ 201 210 203 209 208 203 200 204 168 177 169 208 2360 196.6 

利用状況（短期入所） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 平均 

平均 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 23 1.9 

延べ 32 31 30 30 29 32 31 32 32 32 32 10 353 29.4 

＊入所希望待機者 ２名  ＊退居者 1 月 1 名・入居者 3 月 1 名 

２．行事報告 

①施設行事  

月 日 行   事   名 月 日 行   事   名 

4 ２ 調理実習：（ロールキャベツカレー味） 11 12          ペッパーランチ 

 5 ５ 調理実習：（ハンバーガー・たこ焼き） 12 22 Xmas 会 

6 25 調理実習：（海鮮グラタン・手作りパン） 1 2 初詣：（天神山） 

 6 13 調理実習：（グラタン） 1 12 みずき団子作り 



 7 17 調理実習：（七夕メニューざるそば） 1 2 初詣 

8 10 ケアホーム看板設置式典 2 3 調理実習：（恵方巻） 

8 13 スイカ割・夕涼み会（手持花火） 2 12 調理実習：（ピザ） 

 14 夕涼み会（手持花火） 3 3 おやつ作り（レアチーズケーキ） 

9 11 調理実習：（誕生日ケーキ作り） 3 31 調理実習：（野菜黒酢あんかけ海苔巻き） 

10 22 調理実習：（広島焼き・トルティーヤ）    

個別支援 感染状況を見ながら買い物等の個別支援を実施。毎月利用者さんリクエストメニューでの

調理実習を実施 

休  日  ・タオル体操・ウォーキング・調理実習他月 1 ご当地メニューを実施。 

②研  修  施設外研修については、コロナの感染拡大により参加予定の研修会等全て不参加。 

       施設内研修については、毎月実施される職員会議と一緒に実施した。 

月 テーマ 担当 参加者 

４ 統合失調症について 古藤 中村所長・廣澤・尾崎・畠山・古藤 

５ 虐待防止・身体拘束 石橋 中村所長・廣澤・畠山・鎌田・古藤 

６ 熱中症について 廣澤 中村所長・廣澤・鎌田・池田・古藤 

７ メンタルヘルス 池田 中村所長・廣澤・池田・鎌田・古藤 

８ 感染症について 古藤 中村所長廣澤・畠山・古藤 

９ 腰痛予防について 鎌田 中村所長・田中・畠山・新沼・古藤 

10 権利擁護・障害者差別解消法 石橋 中村所長・廣澤・畠山・鎌田・古藤 

11 感染対策について 畠山 中村所長廣澤・尾崎・畠山・鎌田・古藤 

1 虐待防止・パワハラについて 古藤 中村所長・廣澤・池田・鎌田・古藤 

２ 感染症対策 畠山 中村所長・石橋・畠山・鎌田・古藤 

３ 脂肪肝について 石橋 中村所長・石橋・畠山・鎌田・古藤 

③ 施設外研修会 

月 日 研  修  会  名 場所 参加者 

5 17 虐待防止・権利擁護研修会 アピオ 尾崎 

３．地域交流活動・ホーム周辺ゴミ拾い活動の取り組み 

４．家族との連携・電話連絡・連絡帳や来訪での対応 

 

 

 

 

５．日課及び指導・介助の動き 

時    間 
日 課 指導・介助の動き 

内      容 内     容 

6：30 ～ 7：00 起床 オムツ交換、車いすへの移乗、洗顔 

7：50 ～  8：40 朝食 準備、食事、片づけ、歯磨き 

8：40 ～  9：00 日中活動への出発準備、出発 トイレ介助、オムツ交換 

 9：30 ～ 15：30 日中活動 通院介助・個別支援 

16：00 ～ 17：00 休憩 トイレ介助、オムツ交換 

17：00 ～ 18：00 夕食 準備、食事、片づけ、歯磨き 

18：40 ～ 22：00 入浴、自由時間 入浴介助、生活支援 

22：00 ～     就寝  

0：00 ～  オムツ交換、トイレ誘導 トイレ介助、オムツ交換 



3：00 ～  オムツ交換、トイレ誘導 トイレ介助、オムツ交換 

６．苦情解決  受付０件 

７．防災状況  非常災害に関する具体的計画を立てておくとともに非常災害に備えるため、非難、

救出その他必要な訓練を実施。（2 月火事・3 月地震を想定 年/２回実施） 

８．まとめ  

 今年度の利用状況について、入所者 7名と満室状態にありましたが、1月に 1名が病気悪化の為、

内陸の病院に転院退所となり、ショートステイで利用されていた方が入所希望され 3月から入所とな

りました。 

 今年度は、利用者様の高齢化や持病の悪化、若年層の方にも疾患が見つかったことなど、心身の健

康面で長期に渡り、大きく変動があった年となりました。このことによって、通院支援（個々の通院

科が増え入退院への対応）等が業務内容の大半を占めてしまう結果となり、また同時にその対策とし

て病院との連携や食事形態の見直し、食事療法の導入などを新たに取り組みました。 

日常支援の中では、利用者様との余暇活動として、デイ利用者様・職員の合同でケアホームの手作

り看板を作成、設置しました。また花壇の造設により、野菜作りを行い、新鮮な食材を皆さんで調理

し、食べる楽しさを共有しました（五感の刺激になりました）。 

今後も、利用者様の高齢化、障がいの重度化が考えられることから、医療機関との連携見直し等、

また介護技術を含む職員スキルの向上が必要不可欠であり、利用者皆様が安心・安全に過ごせる場の

提供に繋げていきたいと思います。 

 


